
ー町成人式（１月11日、河津中体育館）ー

■主な内容　町成人式 ………２～３㌻　峰温泉大噴湯公園 …４～７㌻

笑顔の向こうに未来が見える
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Ｓｅａｓｏｎ vo l.4
かわづ季節の風景 

平成21年　河津町成人式

二十歳の祝典

新成人代表　謝辞

稲葉　光さん（泉奥原）

東京に出て知る
我が町への誇り

　河津町成人式が1月11日、河津町の
新成人78人を対象に、河津中体育館で
開催されました。会場には晴れ着に身
を包んだ新成人が集いました。

積
み
で
す
。
政
治
に
更
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
景
気
は
先
行
き

不
透
明
な
状
況
で
す
。
何
よ
り
も
不
安
な
の

が
、
私
た
ち
が
た
っ
た
今
直
面
し
て
い
る
、

就
職
難
で
す
。

　

し
か
し
私
た
ち
は
、
よ
り
良
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
、大
き
な
不
安
を
乗
り
越
え
、多
々

あ
る
問
題
の
解
決
に
、
精
一
杯
努
力
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

幸
い
に
も
私
た
ち
に
は
、
素
晴
ら
し
い
級

友
が
い
ま
す
。
社
会
に
大
き
く
貢
献
で
き
る

よ
う
、
互
い
に
励
ま
し
あ
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
分
の
信
じ
た
道
を
進
ん
で
い
く
こ
と
を
約

束
し
、
誠
に
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
成

人
を
代
表
し
、
謝
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

私
は
現
在
、
大
学
で
、
勉
学
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。
小
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
、
歌
が
好

き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
合
唱
の
サ
ー
ク
ル

に
も
入
り
ま
し
た
。
数
多
く
の
練
習
を
重
ね
、

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う

な
ど
、
大
変
充
実
し
た
大
学
生
活
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　

先
日
私
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
、
い

く
つ
か
の
会
社
へ
と
研
修
に
行
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
社
会
人
の
方
に
お
会
い
し
た

と
き
に
、
ま
ず
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

の
が
、
出
身
地
で
し
た
。
そ
こ
で
故
郷
で
あ

る
「
河
津
町
」
の
名
前
を
出
し
ま
す
と
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
「
桜
の
有
名
な
あ
の
町
だ
」

と
ご
存
知
で
し
た
。
中
に
は
、
毎
年
梨
本
の

民
宿
に
泊
ま
り
に
来
て
い
る
と
い
う
、
副
社

長
様
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
東
京
に
出
て
、
更

に
河
津
町
と
い
う
町
の
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の

高
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
、
自
然
豊
か
な
素
晴
ら
し
い
町
で
、
生
ま

れ
育
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
、
私
は
大
き

な
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
、
社
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
山

〜
抜
粋
〜

成
人　

人
が
出
席
し
、
午
前　

６３

1 0

時
か
ら
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、

櫻
井�
次
町
長
が
「
こ
れ
か
ら

の
時
代
は
自
分
た
ち
の
時
代
だ
と
自
覚
し
、

さ
ら
に
多
く
の
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
」
と
式
辞
。
中
学
校
時
代
の

恩
師
和
泉
正
樹
先
生
、
佐
藤
武
徳
先
生
か

ら
の
中
学
校
時
代
の
懐
か
し
い
思
い
出
を

１．式典終了後、新成人による合唱が復活。「夢をあきらめないで」「大地
讃頌」の２曲を熱唱　２．新成人を代表して櫻井町長から記念品を受け取
る鈴木晴奈さん （湯ケ野）　３．新成人による合唱、ピアノ伴奏は桑原麻衣
さん （田中）、指揮者の後藤沙也香さん （梨本） と息もピッタリ　４．新成人
代表の稲葉光さん （泉奥原） による謝辞　５．我が子が成人した姿を見届け
ようと会場に駆けつけた大勢の家族

交
え
た
祝
辞
に
、
会
場
か
ら
は
笑
い
声
も

聞
こ
え
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
新
成
人
に
よ
る
合
唱
が

行
わ
れ
、
中
学
校
時
代
の
思
い
出
の
曲
を

歌
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
我
が
子
の
成

人
し
た
姿
を
見
届
け
よ
う
と
大
勢
の
家
族

が
駆
け
つ
け
、目
を
細
め
て
合
唱
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

新

　南小を卒業した新成人のタイムカプセルの開封が成
人式終了後、南小体育館で行われました。平成13年３
月、卒業生42人が卒業記念に思い出の品々を入れ「二
十歳になったら開けよう」と保管しておいたもの。当
時の担任だった長崎良夫先生と深沢貴美子先生の呼び
かけで集まった新成人が、わくわくしながら箱を開け
ると、中からは全員が書いた「二十歳になった自分へ」
の作文、手形、アルバム、文集、手作りのキーホルダー
など思い出の品が次々と出てきました。最後に一人ひ
とりが６年生だった自分の手形を持ち、現在の近況を
恩師や級友に報告し合いました。成長した自分をあら
ためて見つめ直す機会にもなったようでした。

南小卒業の新成人

「ハタチになった自分へ」
小学校卒業時のタイムカプセル開封

小学６年生の自分の手形を持ち記念撮影

「二十歳になった自分へ」の作文を読み合う新成人

タイムカプセルを開ける新成人

１

２

３４

５



  

大噴湯を管理して20年

正木 孝志 さん

5

◎
特
集　

峰
温
泉
大
噴
湯
公
園

峰
大
噴
湯
を
中
心
に
公
園
整
備
し
た
「
峰
温
泉
大
噴

　

峰
大
噴
湯
を
中
心
に
公
園
整
備
し
た
「
峰
温
泉
大
噴

湯
公
園
」
が
2
月
1
日
、
待
望
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

湯
公
園
」
が
2
月
1
日
、
待
望
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

を
し
ま
し
た
。

を
し
ま
し
た
。　

年
ほ
ど
前
ま
で
一
般
公
開
さ
れ
て
い

年
ほ
ど
前
ま
で
一
般
公
開
さ
れ
て
い

２０２０

た
峰
大
噴
湯
の
噴
き
上
げ
も
、

た
峰
大
噴
湯
の
噴
き
上
げ
も
、　

年
9
月
か
ら
再
開
し

年
9
月
か
ら
再
開
し

1919

た
暫
定
公
開
を
経
て
、
満
を
持
し
て
の
一
般
公
開
が
始

た
暫
定
公
開
を
経
て
、
満
を
持
し
て
の
一
般
公
開
が
始

ま
り
ま
す
。
大
正

ま
り
ま
す
。
大
正　

年
に
噴
き
上
げ
た
大
噴
湯
の
湯
は
、

年
に
噴
き
上
げ
た
大
噴
湯
の
湯
は
、

1515

町
の
誇
る
べ
き
文
化
で
す
。

町
の
誇
る
べ
き
文
化
で
す
。

上空に噴き上げた湯から落ちてくるしぶきを浴びる観光客（19年12月暫定公開で）

　

１
２
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
峰
の
湯
。
原
点
は
、
大
噴
湯
周
辺
が
「
花
田
の
里
」
と
呼
ば
れ

多
く
の
文
人 
墨  
客 
が
湯
あ
み
し
た
と
さ
れ
る
奈
良
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
時
を
経
て
大
正　

年　

月　

ぼ
っ 
か
く

１５

１１

22

日
噴
き
上
げ
た
大
噴
湯
。
あ
れ
か
ら　

年
余
り
、
今
日
ま
で
そ
の
湯
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

８０

峰
大
噴
湯　
　
　

そ
の
噴
き
続
け
る
ワ
ケ

絶
え
間
な
い
自
噴
泉

4

そ
の
湯
の
行
方

　

峰
温
泉
の
源
泉
は
大
正　

年　
1 5

1 1

月　

日
、
温
泉
採
掘
中
に
約　

度

2 2

１００

の
温
度
で
地
上　

メ
ー
ト
ル
ま
で

5 0

噴
き
上
げ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
下
か
ら
自
然
に
噴
き
上
が
る
自

噴
泉
に
よ
る
噴
き
上
げ
は
、
全
国

的
に
見
て
も
珍
し
く
「
東
洋
一
の

大
噴
湯
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。　

年
以
上
経
っ
た
現

8 0

在
で
も
、
勢
い
や
温
度
は
衰
え
て

い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
噴
き
上
げ
続
け
る
膨
大
な

湯
は
、
町
に
あ
る
ほ
か
の
源
泉
と

と
も
に
集
中
管
理
さ
れ
、
毎
日
、

一
般
家
庭
や
踊
り
子
温
泉
会
館
な

ど
へ
広
く
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
湯
を
保
つ

　

白
い「
湯
の
花
」。
高
温
で
湧
き

出
た
源
泉
が
大
気
温
な
ど
に
よ
っ

て
冷
却
さ
れ
、
源
泉
の
中
の
さ
ま

ざ
ま
な
温
泉
成
分
が
分
解
さ
れ
沈

殿
し
た
も
の
が
「
湯
の
花
」
で
す
。

毎
日
、
噴
き
上
げ
続
け
る
大
噴
湯

で
は
、
源
泉
か
ら
地
上
ま
で
湯
を

届
け
る
管
の
内
部
に
そ
の
成
分
が

多
量
に
付
着
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
お
湯
の
出
口
を
ふ

さ
い
で
し
ま
う
た
め
、
そ
れ
を
ノ

ミ
で
除
去
す
る
作
業
が
週
2
回
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

付
着
す
る
成
分
の
場
所
や
量
は
、

豊
富
な
湯
量
と
地
下
か
ら
の
圧
力

に
よ
り
、
毎
日
変
化
し
ま
す
。
毎

回
厚
さ
５
ミ
リ
前
後
に
な
る
湯
の

花
。
こ
の
除
去
は
、
手
作
業
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
長
年
の
熟
練
の

手
に
よ
り
湯
孔
管
の
中
に
ノ
ミ
を

入
れ
、
地
上
か
ら
の
ウ
イ
ン
チ
操

作
で
、
か
き
と
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
作
業
に
は
、
毎
回
４
時
間
か

か
り
ま
す
。

　

日
々
の
管
理
が
あ
っ
て
こ
そ
、

湯
は
守
り
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

大変なことは？

「湧き出す湯の温度を

測ってみると今日も99.8

度あった。今、全国的に

枯渇していく温泉が多い。

自然に出ている温泉なの

で、止まってしまったら

大変。なによりも自噴を

維持していくことが大切」

INTERVIEW  

知る

大
噴
湯
で
、

地
球
の
シ
ャ
ワ
ー
を

浴
び
よ
う
。



  

7 6

峰大噴湯公園入り口。道路から見える和風の外観が目を引く、手前は普通乗用車専用駐車場

源泉温度約１００度の温泉が、毎分600㍑、
地上約30㍍の高さまで噴き上がります。
公開は、週５日。自噴を保つためのメンテ
ナンス中は公開しません。噴き上げは9時
３０分から15時３０分まで1時間おきに7回。
噴き上げ時間は約1分間です。やぐらは、
いつでも見ることができます。

公園内　写真左
側が物販棟。峰
温泉大噴湯公園
管理運営委員会
が、企画・販売
していく。

大
変
で
し
た
。

　

温
泉
公
園
と
い
う
と
、
伊
豆
の

中
で
も
同
じ
よ
う
な
自
噴
泉
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
出
す
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
考
え
た
時
に
、
噴

湯
と
奮
闘
を
か
け
た「
フ
ン
ト
ー
君
」

を
考
え
つ
き
、「
頑
張
る
人
を
応
援

す
る
公
園
」
に
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

も
全
国
公
募
し
ま
し
た
。

― 
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
で
す
ね

　

下
峰
区
で
初
め
て
会
合
を
持
っ

た
の
が　

年
３
月
。
オ
ー
プ
ン
ま

１９

で
丸
2
年
か
か
り
ま
し
た
。
以
前

か
ら
区
で
大
噴
湯
を
整
備
し
て
ほ

し
い
と
町
に
要
望
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
今
回
の
指
定
管
理
者
と
な
っ

た
わ
け
で
す
が
、
区
始
ま
っ
て
以

来
の
大
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

― 
下
峰
区
の
皆
さ
ん
の
反
応
は
？

　

下
峰
に
は
、 公
園
実
現
に
多
大
な

協
力
を
さ
れ
た
医
師
の
吉
崎
先
生

に
親
子
三
代
で
お
世
話
に
な
っ
た

人
も
い
て
、 区
民
が
一
丸
と
な
っ
て

応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
心
強
く

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
下
峰
区

は
ま
と
ま
り
が
い
い
で
す
か
ら
ね
。

― 
準
備
期
間
で
苦
労
し
た
点
は
？

　

コ
ン
セ
プ
ト
が
決
ま
る
ま
で
は

　
「
峰
温
泉
大
噴
湯
公
園
」
を
管
理
す
る
の
は
指
定
管
理
者
の

下
峰
区
、
運
営
は
峰
温
泉
大
噴
湯
公
園
管
理
運
営
委
員
会
で

す
。
運
営
委
員
会
の
委
員
長
・
正
木
信
吾
さ
ん
に
、
再
び
大

噴
湯
に
火
を
灯
し
た
試
み
と
こ
れ
か
ら
を
聞
き
ま
し
た
。

峰
大
噴
湯　
　
　

こ
こ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
カ
タ
チ

河
津
桜
に
次
ぐ
観
光
資
源
に

聞く

公園管理運営委員長

正木 信吾 さん

10年後が見えますか？
「ん～、10年後。新しい橋もで
きて河津桜まつりも峰が中心になっ
ているかも…。ビジターセンター
の機能を持つ観光交流館もできて
いるでしょうし、自然を活用して
大噴湯公園を中心に町中を周遊で
きるようになっていれば。我々の
努力しだいですけどね」

INTERVIEW  

― 
暫
定
公
開
の
手
ご
た
え
は
？

　

お
と
と
し
の
9
月
か
ら
大
噴
湯

の
噴
き
上
げ
を
暫
定
公
開
し
ま
し

た
。
見
た
人
は
、
一
様
に
驚
い
て

い
ま
し
た
よ
。
昔
、
新
婚
旅
行
で

来
て
以
来　

年
ぶ
り
と
い
う
人
も

2 0

け
っ
こ
う
い
ま
し
た
。
昭
和　

年
3 0

代
は
今
井
浜
や
峰
に
新
婚
旅
行
に

来
る
人
が
多
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

今
は　

歳
か
ら　

歳
く
ら
い
の
人

7 0

8 0

た
ち
で
す
。
大
噴
湯
の
や
ぐ
ら
を

懐
か
し
そ
う
に
見
上
げ
て
い
ま
し

た
。
あ
の
こ
ろ
の
歌
謡
曲
で
も
、

今
井
浜
や
峰
が
歌
詞
に
歌
わ
れ
て

い
る
曲
が
け
っ
こ
う
あ
る
ん
で
す

よ
。「
河
津
囃
子
」
の
中
に
も
歌
わ

れ
て
い
ま
す
し
。「
天
城
ブ
ル
ー
ス
」

と
か
、
知
っ
て
ま
す
？　

公
園
で

も
聞
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

― 
公
園
の
将
来
像
は
？

　

公
園
が
で
き
て
終
わ
り
で
は
な

く
、
こ
の
公
園
を
中
心
に
東
大
寺

や
善
光
庵
、
旧
峰
ホ
テ
ル
な
ど
下

峰
地
区
を
周
遊
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
る
の
が
理
想
で
す
。
今
後

　

大
噴
湯
は
、
大
正　

年
の
噴
き

1 5

上
げ
か
ら
、
ひ
と
時
も
休
む
こ
と

な
く
噴
き
上
げ
続
け
た
温
泉
で
す
。

地
下
か
ら
空
高
く
上
が
る
温
泉
の

し
ぶ
き
は
ま
さ
に�
地
球
の
シ
ャ

ワ
ー�
。　

年
以
上
奮
闘
し
て
き

8 0

た
温
泉
だ
か
ら
こ
そ
、
百
年
に
一

度
の
大
不
況
の
今
、
が
ん
ば
っ
て

い
る
人
を
応
援
す
る
大
噴
湯
で
あ

り
た
い
と
。

【フントー君】
フントーくんは、奮闘す
るあなたの味方です！

温
泉
大
噴
湯
公
園
は
、

平
成　

年
７
月
に
着
工

2 0

し　

年
１
月
に
完
成
し

2 1

ま
し
た
。
事
業
費
は
、
約
1
億
3

千
万
円
。
入
り
口
は
、
県
道
沿
い

に
あ
り
ま
す
。
公
園
は
年
中
無
休

で
入
園
料
は
無
料
。
道
路
か
ら
見

え
る
和
風
の
大
き
な
門
構
え
が
、

目
を
引
き
ま
す
。
大
き
な
門
構
え

に
見
え
る
建
物
、
実
は
、
右
手
が

ト
イ
レ
棟
、左
手
は
物
販
棟
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
建
物
を
ぬ
け
る

と
、
目
の
前
に
公
園
が
広
が
り
ま

す
。
真
ん
中
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー

の
河
津
桜
を
中
心
に
足
湯
、
休
憩

ベ
ン
チ
、
な
ど
が
並
び
ま
す
。

　

高
さ　

㍍
ま
で
上
が
る
大
噴
湯

3 0

の
噴
き
上
げ
を
、
ゆ
っ
く
り
座
っ

て
見
学
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
上
空
へ
温
泉
が
噴
き
上
が
る

時
に
は
、
大
き
な
虹
が
よ
く
か
か

り
ま
す
。

�
大
噴
湯
卵� 
も
お
目
見
え

　

公
園
は
、
指
定
管
理
者
の
下
峰

区
が
管
理
し
ま
す
。
物
販
棟
で
は
、

地
場
産
の
野
菜
や
花
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
入
り
の
土
産
物
な

ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。
自
慢
の

�
大
噴
湯
卵�
は
販
売
の
ほ
か
、

竹
か
ご
に
入
れ
た
卵
を
、
流
れ
て

く
る
源
泉
に
つ
け
て
手
づ
く
り
体

験
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
し
た
。

大噴湯のやぐら

地球のシャワーを浴びよう！

腹筋専用の健康ベンチ（写真
上）が3台、温熱で温められ
た保温ベンチが2台、大人１２
人がゆったり座れる足湯（写
真下）があります。健康づく
りと温泉のコラボレーション
です。

腹筋・温熱ベンチと足湯

地球のシャワーを見上げよう！

　大噴湯を中心とした周辺が、「峰温泉大噴湯公園」
として新たに生まれ変わりました。大噴湯を中心
に整備された公園施設をご紹介します。

峰大噴湯　　　日々奮闘する人を応援する大噴湯公園へ 

町の新しい顔
新公園誕生へ

峰

行
く

は
、
バ
ラ
や
花
菖
蒲
の
季
節
と
絡

め
て
大
噴
湯
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
計
画
し
て
い
く
予
定
で
す
。

― 
す
ぐ
に
河
津
桜
ま
つ
り
で
す

　

そ
う
で
す
ね
。
売
店
も
通
常
よ

り
２
〜
3
人
は
多
く
し
て
対
応
し

ま
す
。
河
津
桜
ま
つ
り
が
伊
豆
全

体
の
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
よ
う

に
、
こ
の
「
大
噴
湯
公
園
」
が
町

の
中
の
ひ
と
つ
の
公
園
だ
け
で
な

く
、
伊
豆
全
体
の
観
光
資
源
に
な

る
よ
う
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

公園内案内図



初日の出を写真におさめる人、大島や利島もくっきりと見えましたお正月料理にかかせない野菜を求める買い物客

月野菜やお飾りを買いに
河津ふるさと年末市

　町農業経営振興会が１２月29 日、ふるさと朝市広場で

河津ふるさと年末市を開催しました。お正月のおせち

料理に使う野菜などを販売する年末恒例のイベントで、

多くの町民でにぎわいました。販売されたのは、白菜

大根、ゴボウ、サトイモなどの野菜や、松やセンリョ

ウなどでした。会場では、もちつきも行われ、あんこ

もち、からみもち、きなこもちが振舞われました。

を守る使命を新たに決意
町消防団出初式

河津駅前をパレートする消防団員

　町消防団出初式が１月５日、南小グラウンドで行われ

ました。鈴木康之団長ほか消防団員２５５人、消防関係者

ら約９０人が参加。鈴木団長は「ひとたび災害が発生する

と団の重要性は大きい。普段から心身、技術を磨き不

測の事態に備えてほしい」と訓示。火災や災害のない年

を願い、団員は町を守る使命を新たに決意しました。

式後、団員は町内をパレードし放水披露を行いました。

2009年初日の出

　２００９年元旦、国道13 5 号沿いの河津浜海

岸歩道は、初日の出を待つ人たちの列がで

きました。午前6時5 0 分ごろ、水平線から

オレンジ色の太陽が見え始めると、静かに

待っていた人たちから「きれい！」という歓

声が上がり、カメラで写真を撮ったり日の

出に向かって手を合わせ願を掛けたりして

いました。

　町内では、サンシップ今井浜や河津バガ

テル公園などで初日の出を見るイベントが

行われました。

レンジ色輝く夜明け

町

オ

正 まちの
出来事

ZOOM IN KAWAZU

9

開園の日、特別棟にある珍しい品種に見入る観光客

春を告げる花の咲き始め
かわづカーネーション見本園開園

　かわづカーネーション見本園が１２月21 日、開園しま

した。今シーズンの開園期間は５月10 日まで。園内

は、２つの棟に分かれています。「一般棟」では町内で

生産されている主な品種を、「特別棟」では市場に出荷

されていない品種を見ることができます。来宮神社参

道の入り口にある園、お正月には初詣の帰りに立ち寄

る人も多く見られました。

初

少年野球チームが元気にスタートダッシュ！

年も走って元気にスタート
第33回元旦マラソン大会

　元旦マラソンが１月１日、役場前をスタートし行われ

ました。２５６人が、２キロ・３キロ・5キロの３つのコース

に分かれ走り初めを行いました。参加した子どもたち

のなかには、少年野球、サッカー、ミニバスとそれぞ

れ所属するチームのユニフォームを着て参加する姿が

ありました。健康で明るい１年が過ごせるようにと願

いを込めて毎年参加する人も多くいました。

今

南小グラウンドを一斉にスタートする第一走者

第37回下田・河津間駅伝競走大会

　河津から下田までを6人でタスキを繋ぐ伝統の下田

河津間駅伝競走大会が１月18 日、南小グラウンドをス

タートして行われました。中学生から一般の５部門で

過去最多の７２チームが参加。町内関係チームでは、中

学校女子の部で河津中が優勝（３年連続）、中学校男子

の部で河津中が4位、一般男子の部でオール河津が2

位、河津町役場が4位などと健闘しました。

河

脚立にのぼりカーブミラーを磨く会員

ラーを磨き交通安全願う
交通安全協会河津町分会

　交通安全協会下田地区支部河津町分会は１月１８日、

カーブミラーの清掃作業を行いました。町内には約25 0

枚ものカーブミラーがあり、毎年、会員が下田・河津

駅伝競走大会の交通整理終了後に行うものです。今年

は、河津川西地区の縄地・谷津・下峰・上峰地区にあ

る約10 0 枚のカーブミラーを、ひとつひとつ丁寧に手

で磨いていきました。

ミ

津中女子３年連続で優勝

8
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広報かわづが入賞
県広報コンクール

榎本新教育長就任
土屋教育長任期満了で退任

走れ！ベティーズ
ミニバスチーム１０周年記念

　

教
育
長
と
し
て
、
平
成　

年
１

1 7

月
か
ら
１
期
４
年
間
、
町
の
教
育

行
政
に
努
め
ら
れ
た
土
屋
利
昭
教

育
長
が
、
任
期
満
了
に
伴
い
１
月

　

日
付
け
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

1 2在
任
中
は
、
幼
稚
園
統
合
、
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
、
学
校
教
育

の
拠
点
づ
く
り
を
中
心
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

土
屋
教
育
長
の
退
任
に
伴
い
、

　

ベ
テ
ィ
ー
ズ
河
津
は
、
町
内
の

小
学
生
を
対
象
に
現
在　

人
が
所

１９

属
し
、
週
２
回
、
南
小
学
校
で
練

習
し
て
い
ま
す
。
活
発
に
練
習
試

合
を
重
ね
、
昨
年
は
念
願
の
県
大

会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

創
立　

周
年
を
記
念
し
た
こ
の

1 0

日
の
大
会
に
は
、
駿
東
、
沼
津
、

伊
豆
の
３
地
区
か
ら
、　

チ
ー
ム

１２

が
参
加
し
ま
し
た
。
優
勝
は
、
清

水
町
キ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
と

長
泉
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年

団
で
し
た
。
こ
の　

周
年
記
念
大

1 0

会
を
機
に
、
今
後
も
、　

周
年
、

1 5

　

周
年
を
め
ざ
し
て
プ
レ
ー
を
続

2 0け
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

し
た
号
が
、
写
真
の
部
で
は
、
町

民
大
会
の
様
子
を
組
み
写
真
に
し

た
２
ペ
ー
ジ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
た
く
さ
ん
の
町
民
の
み

な
さ
ん
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
な
河
津
桜
の
見
ど
こ

ろ
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
河
津
桜
植

樹
帯
整
備
工
事
を
行
い
、
国
道
1

3
5
号
沿
い
の
浜
地
内
と
、
河
津

桜
メ
イ
ン
駐
車
場
周
辺
の
町
道
沿

い
の
笹
原
地
内
に
、
新
た
に
河
津

桜
の
植
樹
帯
を
設
け
ま
し
た
。

　

国
道
1
3
5
号
河
津
浜
海
岸
沿

い
に
設
け
ら
れ
た
植
樹
帯
に
は
、

約　

㍍
に　

本
の
河
津
桜
が
植
え

３００

2 0

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
の
家

図
書
館
入
り
口
か
ら
河
津
桜
ま
つ

り
メ
イ
ン
会
場
へ
続
く
町
道
沿
い

に
設
け
ら
れ
た
植
樹
帯
に
は
、
約

　

㍍
に　

本
の
河
津
桜
が
植
え
ら

2 9 0

1 3

れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
海
岸
線
に
植
え
ら
れ
た

河
津
桜
は
、
東
海
岸
の
町
の
玄
関

口
を
河
津
桜
で
迎
え
よ
う
と
い
う

試合を終えたベティーズ河津のメンバー

1 1 1 0

S POR
TS EDU

PR

１月中旬、海岸沿いの河津桜が早くも開花しました

新

河 お
も
て
な
し
の
心
を
込
め
て
植
栽

し
ま
し
た
。
海
岸
沿
い
を
走
る
車

の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
よ
く
見
え
る

位
置
に
あ
り
、
海
の
青
と
河
津
桜

の
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
楽
し
め
ま
す
。

　

1
月
中
旬
に
は
、
早
く
も
何
本

か
の
河
津
桜
が
開
花
し
、
ド
ラ
イ

バ
ー
や
歩
く
人
の
目
を
ひ
い
て
い

ま
し
た
。

まち
ににゅゅ～～にゅ～

河
津
浜
病
院
で
ク
リ
ス
マ

ス
演
奏
を
続
け
て　

年
余

２０

河
津
中
吹
奏
楽
部

CONC
ERT

町
教
育
委
員
会
が
１
月　

日
に
開

１３

か
れ
、
新
し
い
教
育
長
に
榎
本
良

治
氏
（　

歳
＝
下
佐
ケ
野
）
を
選

6 1

任
し
ま
し
た
。
１
月　

日
、
役
場

1 4

議
場
で
就
任
式
が
行
わ
れ
、
榎
本

新
教
育
長
は
、「
生
ま
れ
育
っ
た
町

で
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
学

び
、
お
年
寄
り
も
生
き
生
き
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。　

た
。
そ
れ
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
歴
史
あ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
日
演
奏
し
た
の
は
、「
崖

の
上
の
ポ
ニ
ョ
」「
き
よ
し
こ
の
夜
」

な
ど
。
日
本
の
曲
の
メ
ド
レ
ー
で

は
「
さ
く
ら
」「
ふ
る
さ
と
」「
赤

と
ん
ぼ
」な
ど
の
懐
か
し
い
曲
に
、

一
緒
に
口
ず
さ
む
人
も
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
病
院
か
ら
、
患
者
さ

ん
た
ち
が
集
め
た
プ
ル
タ
ブ
な
ど

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。　

演奏する河津中吹奏楽部

おつかれさまでした
土屋利昭前教育長

よろしくお願いします
榎本良治新教育長

津
中
吹
奏
楽
部
（
松
村

守
人
顧
問
、
鈴
木
佐
知

部
長
）
が　

月　

日
、

1 2

2 0

河
津
浜
病
院
の
ク
リ
ス
マ
ス
忘
年

会
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し

た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
河
津
浜

病
院
が
昭
和　

年
に
病
院
の
大
改

6 1

築
を
し
た
竣
工
式
の
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
に
、
河
津
中
吹
奏
楽
部
を
招
い

た
の
が
き
っ
か
け
で
始
ま
り
ま
し

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、

そ
こ
は
河
津
桜
だ
っ
た
。

国
道
沿
い
に
河
津
桜
を
植
栽

文化の家図書館付近に植栽した河津桜

　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
・
ベ
テ
ィ
ー
ズ
河
津
（
島
崎
衛

監
督
）
の　

周
年
記
念
大
会
が
1

１０

月　

日
、
河
津
中
体
育
館
で
開
催

１８
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
県

２０

広
報
コ
ン
ク
ー
ル

が
1
月
９
日
、
県

広
報
協
会
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
町
広

報
紙
部
門
で
、
広

報
か
わ
づ
８
月
号

が
優
秀
賞
に
、
広

報
写
真
部
門
（
組

み
写
真
の
部
）で
、

　

月
号
が
奨
励
賞

1 1に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

広
報
紙
部
門
で

は
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
１
周
年
を
特
集広報かわづ８月号と11月号の組み写真のページ

SAK
URA



　

河
津
町
の
み
な
さ
ん
、
ス
ゥ
オ

ス
ダ
イ 
（
こ
ん
に
ち
は
） 
！　

今
月

は
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
見
た
日
本
に

つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
は
技
術
大
国
だ
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
日
本

の
技
術
の
高
さ
は
広
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
技
術
を
象
徴
す
る

の
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
メ
コ
ン
川

に
架
か
る「
き
ず
な
橋
」。
日
本
の

援
助
に
よ
り
2
0
0
1
年
に
完
成

し
ま
し
た
。
全
長
1
3
6
0
㍍
に

も
及
ぶ
こ
の
橋
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

や
散
歩
を
す
る
人
、
朝
日
や
夕
日

を
眺
め
に
来
る
人
で
に
ぎ
わ
い
、

住
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
お
札
に
も
印
刷
さ
れ
て
い
る

こ
の
橋
は

「
き
ず
な
」

と
い
う
日
本

語
の
名
前
で

国
民
に
愛
さ

れ
て
い
ま

す
。

　

多
く
の
人
か
ら「
日
本
は
い
い
国

だ
」と
い
わ
れ
ま
す
が
、そ
れ
は
国

際
協
力
の
成
果
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
日
本

製
品
は
性
能
が
い
い
か
ら
」と
い
う

答
え
が
よ
く
返
っ
て
く
る
よ
う
に
、

カンボジアよりスゥオスダイ！ vo l.1 6  
おさだ　あやこ
青年海外協力隊村落開発普及員
として０７年６月よりカンボジア
へ派遣される。下峰

レポート 長田彩子

《２35》
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さ
わ
や
か
な
印
象
の
渡�
昭
俊

さ
ん
。「
地
元
で
働
き
た
い
」
と
高

校
卒
業
後
、
消
防
士
の
道
へ
。
昨

年
４
月
か
ら
静
岡
市
興
津
に
あ
る

消
防
学
校
で
約
６
カ
月
間
訓
練
を

受
け
て
き
ま
し
た
。
消
防
学
校
で

は
、
県
内
で　

人
、
そ
の
う
ち
下

150

田
管
内
か
ら
は
３
人
が
一
緒
に
訓

練
を
受
け
ま
し
た
。「
初
め
の
う
ち

は
き
つ
か
っ
た
で
す
」と
話
す
渡�

さ
ん
。

　

訓
練
を
終
え
、　

月
か
ら
下
田

10

消
防
署
へ
勤
務
。仕
事
の
内
容
は
、

火
事
、
救
助
、
通
信
勤
務
、
救
急
。

「
声
を
は
っ
き
り
出
す
こ
と
」を
心

が
け
て
い
ま
す
。
職
員　

人
分
の

10

食
事
の
し
た
く
も
仕
事
の
う
ち
。

カ
レ
ー
や
シ
チ
ュ
ー
な
ど
を
作
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
年
齢
層
の
先
輩
か
ら
の
教
え

よ
り
良
い
製
品
を
世
に
出
そ
う
と

い
う
日
本
企
業
や
技
術
者
の
努
力

こ
そ
が
、
日
本
へ
の
信
頼
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

外
か
ら
日
本
を
見
る
と
日
本
の

技
術
力
に
圧
倒
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

特
に
日
本
人
は「
改
善
」を
得
意
と

す
る
国
民
な
の
だ
と
い
う
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
何
か
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
に
試
行
錯
誤
す
る
こ

と
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、
実
は
、
そ
の
よ
う
な
価
値

観
が
ほ
か
の
国
に
必
ず
し
も
存
在

す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

　

島
国
の
日
本
は
土
地
が
狭
く
、

歴
史
の
早
い
段
階
か
ら
土
地
改
良
・

技
術
革
新
を
し
な
け
れ
ば
農
業
生

産
性
を
高
め
ら
れ
ず
食
べ
て
い
け

な
か
っ
た
こ
と
も
、
改
善
を
得
意

と
す
る
日
本
人
の
背
景
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

武
道
の
国
で
あ
る
こ
と
も
日
本

の
技
術
力
に
関
係
す
る
と
思
い
ま

す
。「
技
の
鍛
錬
」「
切
磋
琢
磨
」な
ど

の
武
道
の
精
神
性
が
日
本
人
に
根

付
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の「
技
術
力
」は
日
本
の
誇
り

で
あ
り
、
こ
の
誇
り
を
失
わ
な
い

未
来
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

外から見た、技術大国ニッポン

メコン川の東西を結ぶきずな橋

が
勉
強
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

休
日
に
は
、
友
だ
ち
と
買
い
物

に
行
っ
た
り
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
か
ら

市
町
村
駅
伝
な
ど
で
活
躍
。
今
年

の
下
田
河
津
駅
伝
に
は
、
消
防
署

チ
ー
ム
で
参
加
し
ま
し
た
。
渡�

さ
ん
の
お
兄
さ
ん
も
オ
ー
ル
河
津

で
出
場
す
る
と
い
う
兄
弟
そ
ろ
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
。
今
年
は
サ
ー

フ
ィ
ン
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

そ
う
で
す
。

　
「
あ
っ
と
い
う
間
の
1
年
で
、去

年
の
今
ご
ろ
高
校
生
だ
っ
た
の
が

信
じ
ら
れ
な
い
」と
話
す
社
会
人
1

年
生
。
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
4

月
に
は
新
人
が
入
っ
て
く
る
の
で
、

ひ
と
と
お
り
の
業
務
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
そ
う
で
す
。

【
取
材
】飯
田
和
美
さ
ん（
民
間
広
報
協
力
員
）

地元で人の役に立つ  
仕事をしたい 

渡�　昭俊さん  
わたなべ　あきとし
川横　ねこや
１８歳　A型　みずがめ座
下田地区消防組合　勤務　 　　



図書館カレンダー　２月
土金木水火月日
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芥川賞受賞作品　■ポトスライム舟（群像11月号）
　　　　　　　　　　　著／津村記久子
　　　　　　　　　　　出版されしだい図書館で受け入れます。　　　

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート

と　き：２月26日(木）１３時～
ところ：保健福祉センターふれあいホール
対象者：平成20年10月生まれの赤ちゃん

図書館だより
ht t p:/ / www .bunkanoie.t own.kawazu.shizuoka.jp

 【開館時間】9 :00～17 :00
 【休館日】月曜・ 祝休日・月末日
 【問い合わせ】
　町立文化の家図書館
　�３４－１１１５

 No.70

【内容】
全国を放浪し死者
を悼む旅を続ける
坂築静人。彼を巡
り、夫を殺した女、
人間不信の雑誌記
者、末期がんの母
らのドラマが繰り
広げられる。「悼む
人」は誰なのか?  
7年の歳月を費や
した長編小説。

直木賞受賞作品
■悼む人　
    著／天童荒太（てんどうあらた）　

新着図書案内

ほかにも新着図書があります。貸出中の場合は予約できます。

出 版 者著 者 名書　名（一般書）

双葉社角田　光代森に眠る魚

文藝春秋重松　清サンタ・エクスプレス

毎日新聞社林家　三平／著
ねぎし三平堂／編林家三平傑作集

国書刊行会近田　春夫僕の読書感想文

ＰＨＰ研究所
マルク・レヴィ／著
藤本　優子／訳あなたを探して

大日本絵画岸川　靖／編・著昭和プラモ名鑑

文化出版局山崎　典子おうち冷凍で幼稚園べんとう

出 版 者著 者 名書　名（児童書）

新日本出版社飯田　朋子／作
菅野　由貴子／絵シャトルバスにのって

理論社星　新一／作
和田　誠／絵ゆきとどいた生活

佼成出版社那須　正幹／作
はたこうしろう／絵おばけのゆびきり

国土社
茂市　久美子／作
とよたかずひこ／絵ドラゴンはヒーロー

ＰＨＰ研究所三輪　一雄／作・絵なっとうくん西へいく

ＢＬ出版Ｈ＠Ｌ／さく・えモイモイのポッケ

文研出版Ａ．クーテュール／作
末松　永海子／訳

あたしが部屋から
出ないわけ

今月のおはなし会

●「さくらの会」による読み聞かせ
14時30分～日曜日

２月８日（さくらの会10周年記念）
（２月15 ・22日、３月1 ・８日のお話し会

   はお休みです）

●乳幼児向けの読み聞かせ
10時10分～10時30分０・１・２歳児向け
10時40分～11時２・３歳児向け

(第２・４木曜日)
２月 12・26日 

14時30分～15時  幼児向け
(第２木曜日)
２月12日

●小学生向けの読み聞かせ
「時間のはこぶね」

15時40分～16時10分毎週木曜日
２月 12・19・26日 

※変更がある場合は、図書館に掲示します。

決定！　第１４０回芥川賞、直木賞
　芥川賞、直木賞が決定しました。文化の家図書館では、受賞作と直
木賞候補作品を揃えましたので、ご利用ください。

直木賞受賞作品　　　
■利休にたずねよ　
    著／山本兼一（やまもとけんいち）

【著者紹介】1960年愛媛県生まれ。86
年「白の家族」で野性時代新人賞、96年
「家族狩り」で山本周五郎賞、2000年
「永遠の仔」で日本推理作家協会賞を受
賞。ほかの著書に「あふれた愛」など。

【著者紹介】1956年京都市生まれ。同
志社大学卒業。「弾正の鷹」で小説NON
創刊150号記念短編時代小説賞佳作、「火
天の城」で松本清張賞を受賞。ほかの著
書に「千両花嫁」など。

【内容】
わしが額ずくの
は、美しいものだ
けだ…。
おのれの美学だけ
で天下人・秀吉と
対峙した男・千利
休の鮮烈なる恋、
そして死を描く。
『歴史街道』連載
を加筆修正し単行
本化。

直木賞候補作品　　　
■きのうの世界 著／恩田陸　
■汐のなごり 著／北重人　

　　
■いのちなりけり 著／葉室麟
■カラスの親指 著／道尾秀介



募 集募　集

【今月の納税】国民健康保険税10期　固定資産税４期
 3月2日（月）が納期です。

問い合わせ  窓口税務課　�34-1928 (有)4402

犬・ねこ 引き取り
と　き　２月2３ 日(月) 10時 ～10時15分

ところ　役場前駐車場

問い合わせ

　保健福祉課　�３４-１９３７ (有)4403

講演・講座・講講演・講座・講習習

（1月1日現在）

（－13)前月比人8,283人　口

人3,969（男）

人4,314（女）

（－3）前月比世帯3,311世帯数

※このコーナーに掲載されたくない
場合は、お申し出ください。

（ 1 2 月1 日～31 日届出）

ひとの動き

戸籍だより戸籍だより

人口と世帯人口と世帯

健康相談
健康相談および母子健康手帳交付

と　き　２月1６日(月)

　　　　１３時３０分～１５時３０分

　　　　３月２日(月)

　　　　１３時３０分～１５時３０分

ところ　保健福祉センター

問い合わせ

　保健福祉課　�３４-１９３７ (有)4403

育児相談
と　き　３月３日(火)

　　　　 ９時30分～11時30分

ところ　保健福祉センター

　　　　ふれあいホール

対象者　子育て中の保護者

内   容　身体測定、離乳食・育児の相談

持ち物　母子健康手帳

問い合わせ

　保健福祉課　�３４-１９３７ (有)4403

健康福祉生活健康福祉生活

離乳食教室
と　き　３月6日(金)　 １０時～1２時

ところ　保健福祉センター

対象者　生後６～８カ月の赤ちゃんと

保護者　離乳食で困っているお母さん

内　容　離乳食の進め方、調理実習

持ち物　母子健康手帳　エプロン

問い合わせ（予約制）

　保健福祉課　�３４-１９３７ (有)4403

出張年金相談

問い合わせ

　窓口税務課　�３４-１９３２ (有)441５

　広報かわづでは、町民のみなさんに

親しまれる紙面づくりを行うため、取

材や企画などに協力していただく民間

広報協力員を募集しています。

任　期　21年４月から1年間

募集期間　２月27日（金）まで

問い合わせ

　総務課　�３４-１９13 (有)440５

と　き　２月１８日(水）10時～15時

　　　　３月４日(水) 10時～15時

ところ　保健福祉センター

　　　　ふれあいホール

問い合わせ

窓口税務課　�３４-１９３２ (有)441５

お知らせお知らせ

1 5 1 4

人権・行政・生活相談

と　き　３月７日（土）

　　　　13時30分～16時

ところ　下田総合庁舎6階　第3会議室

　　　　（下田市中531－1）

内   容　

講演1「賀茂地域の救急医療の現状

～一個人開業医の私見～」

講師　河井医院院長　河井文健 氏

講演2「Ｂ型Ｃ型肝炎の治療と生活」

講師　順天堂大学医学部附属静岡病院

消化器内科教授　市田隆文 氏

対象者　一般住民　

申し込み・問い合わせ

賀茂健康福祉センター地域医療課

　�24-2052

賀茂地域救急医療の現状

放送大学４月入学生募集

エコライフを提案します

　富士山静岡空港の開港を記念し、航

空教室と環境教室を兼ねたＪＡＬ出前

講座「そらいく」を開催します。

　放送大学は、テレビなどの放送によ

り授業を行う通信制の大学でさまざま

な目的で幅広い世代が学んでいます。

募集学生の種類【教養学部】科目履修

生（６カ月在学し希望する科目を履修）

選科履修生（１年間在学し希望する科

目を履修）全科履修生（４年以上在学

し卒業を目指す）【大学院】修士科目

生（６カ月在学し希望する科目を履修）

修士選科生（１年間在学し希望する科

目を履修）

出願期間　２月28日まで 

資料請求（無料）問い合わせ　　

〒411-0033　放送大学静岡学習セン

ター� 055-989-1253
ホームページ　http://www.u-air.ac.jp

場　所日　時

下田市役所
２月１３日(金) 
９時30分～１４時

河津町商工会
２月2６日(木) 
10時～１４時30分

下田商工会議所
２月2７日(金) 
９時30分～１４時

暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららららららららししししししししししししししししのののののののののののののののの情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報暮らしの情報

　ライフサポートセンター東部では、

暮らしの中の悩みごと相談を受け付け

ています。仕事、子育て、介護、年

金、法律相談、多重債務など「困った

な！　どうしよう？」そんなときご利

用ください。（相談は原則無料、専門

家に相談する場合は別途料金あり）

相談受付ダイヤル　� 055-922-

3715相談受付時間平日９時～１7時

問い合わせ　ライフサポートセンター

東部（沼津市杉崎町4－6　「ふれあい

会館」内）

暮らしの中の悩みごとは

　応急手当の普及啓発のため、上級救

命講習（年１回開催・８時間）を行い

ますので、受講を希望する人は下記事

項を確認のうえ、お申し込みください。

と　き　３月８日（日）

　　　　８時30分～17 時30分

              (8時間講習）

ところ　下田消防署３階　防災対策室 

              (下田市六丁目1番１４号)

内   容　心肺蘇生法（成人・小児・乳

児・新生児対象）ＡＥＤ使用方法　傷

病者管理法・外傷の手当・搬送法

受講料　無料

募集人員　20人（先着順）

その他　講習終了時に効果測定を実施

申し込み受付期間　

2月23日（月）～3月6日（金）

申し込み・問い合わせ

下田消防署　�2２-1804

　

下田地区で上級救命講習

開港記念ＪＡＬ出前講座

と　き　３月７日（土）

　　　　９時30分～11時

ところ　アイセル21（静岡市葵区）

内   容　

ＪＡＬ（日本航空）現役機長が環境に

ついて語る大好評の出前講座です。静

岡市内で初めて開催します。

対象者　小学４～６年生の児童と保護

者１人

定　員　200人（抽選）

費　用　無料

締め切り　２月９日 （月） 必着

申し込み・問い合わせ

住所、電話番号、参加者全員の氏名・

年齢を明記し、往復ハガキでお申し込

みください。

〒420-8601　県空港部利用推進室

� 054-221-3539

春休みは親子で防災講座
　春休み、小学生とその保護者を対象

にした親子防災教室を開催します。

と　き　３月22日（日）

午前の部（９時45分～12時）　

午後の部（13時15分～15時30分）

ところ　県地震防災センター（静岡市）

内   容　

・施設見学、体験（地震の揺れ、津波

シミュレーション、消火体験など）

・東海地震に関する講話（保護者向け）

・なまず博士の地震の話（小学校高学

年向け）　・非常食の試食　・木造倒

壊ぶるるの実演　など

対象者　小学生およびその保護者

定　員　各回50人（先着順）

募集期間　３月１日（日）～3月２０日

（金）定員に達ししだい締め切り

申し込み方法　郵便番号、住所、氏名、

電話番号、参加人数、お子さんの学

年、希望の部（午前・午後）を電話・

ＦＡＸ・Ｅメールのいずれかで県地震

防災センターへお申し込みください。

申し込み・問い合わせ

県地震防災センター
� 054-2５1-7100　fax 054-2５1-7300 

アドレスeq-center@amethyst.broba.cc

ＮＨＫ学園21年度入学生
　ＮＨＫ学園では、広域通信制高等学

校および生涯学習通信講座の学生・受

講者を募集しています。まずは、無料

の案内書・願書をご請求ください。

募集内容【高等学校普通科】ＮＨＫの

放送を利用して３年で高校卒業資格を取得

【生涯学習通信講座】趣味から資格ま

で（全２００コース以上）

募集期間　【高等学校普通科】４月2０日

まで　【生涯学習通信講座】通年受付

問い合わせ　　

ＮＨＫ学園　� 042-572-3151

案内書請求フリーダイヤル

　0120-06-8881

21年度の民間広報協力員



姉妹都市長野県白馬村通信
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役
員
よ
り
も
一
生
懸
命
舞
っ
て
い

る
若
い
衆
が
盛
り
上
が
っ
て
く
れ

る
の
が
一
番
。
そ
れ
に
後
押
し
さ

れ
て
や
っ
て
い
る
。
自
分
も
小
さ

い
こ
ろ
は
よ
く
祭
り
に
行
っ
た
が
、

途
中
外
に
出
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
神
社
世
話
人
に
な

る
ま
で
神
楽
に
は
関
わ
っ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
の
分
、
神

楽
を
伝
承
し
後
世
に
残
し
て

い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は

区
の
み
な
さ
ん
の
協
力
も
必

要
で
、
み
ん
な
で
子
守
神
社

お
神
楽
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

ご
自
宅
の
部
屋
は
改
築
し
た

ば
か
り
の
囲
炉
裏
の
あ
る
部
屋
。

祭
り
の
後
も
お
正
月
も
囲
炉
裏
を

囲
み
、
大
鍋
の
人
た
ち
と
楽
し
く

お
酒
を
交
わ
し
た
そ
う
で
す
。

　

昨
年
の
大
鍋
子
守
神
社
お
神
楽

祭
は
、　

年
近
く
あ
る
歴
史
の
な

3 0 0

か
で
、
初
め
て
面
が
新
調
さ
れ
ま

し
た
。

　

神
社
世
話
人（
宮
世
話
人
）2
期

７
年
目
の
平
川
光
雄
さ
ん
は
、

か
ね
て
か
ら
の
お
神
楽
衆
の

面
を
新
調
し
た
い
と
の
要
望

を
聞
き
、
何
と
か
し
て
や
り

た
い
と
い
う
気
持
ち
に
か
ら

れ
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
教
育

委
員
会
や
町
に
出
向
き
相
談

し
、
宝
く
じ
助
成
制
度
を
活

用
し
、
面
を
6
個
新
調
し
新

た
に
は
ん
て
ん　

着
を
購
入

3 0

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

に
な
っ
て
い
る
神
楽
。
現
在
舞
手

の
年
齢
は　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の

3 1

5 1

6
人
。
今
年
は
２
人
の
新
人
が
入

り
ま
し
た
が
、
来
年
以
降
入
る
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。「
今
は
過
渡
期
。 伝え残していくことの

大切さ

平川　光雄さん　
ひらかわ　みつお　６４歳
大鍋　　
大鍋子守神社保存会長

県指定無形文化財神楽伝承に尽力

取
材
・
平
川
和
也
さ
ん （
民
間
広
報
協
力
員
）　

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き
た
夜

の
取
材
後
、囲
炉
裏
を
囲
み
、次
々

に
集
ま
っ
て
く
る
近
所
の
人
。
話

し
て
い
る
う
ち
に「
あ
ー
あ
そ
こ
の

人
、
知
っ
て
る
よ
」
連
鎖
す
る
よ

う
に
繋
が
っ
て
い
く
人
と
人
の
関

係
。
成
人
式
で
は
「
み
ん
な
を
出

し
て
あ
げ
て
ね
」
と
声
を
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
新
公
園
の
取
材
で
は

「
み
ん
な
が
元
気
が
で
る
よ
う
な
」

と
い
う
言
葉
を
何
度
も
聞
き
ま
し

た
。
取
材
先
で
聞
く
皆
さ
ん
の
一

つ
一
つ
の
言
葉
で　

ペ
ー
ジ
が
作

１６

ら
れ
て
い
く
ん
だ
な
と
心
か
ら
実

感
し
た
２
月
号
で
し
た
。　
（
A
） 

白馬五竜スキー場のエスカルプラザでは、１月と２月の毎
週火曜日に気軽に日本の食文化や伝統芸能を楽しむことが
できるイベント「E-Zura HakubaGoryu」を開催しています。
　始めに天ぷら・お好み焼きなど多数の日本食をブッフェ
スタイルで味わった後、扇舞・剣舞などの日本舞踊を鑑賞
し、さらに長野県木島平村を拠点に活動している女性和太
鼓集団「鬼島太鼓」の演奏を堪能することができます。
　おいしい日本料理と日本文化を楽しみ、外国人観光客は
満足げに宿へと帰っていきます。　

こんにちは
保健師です。

テーマ

パンデミックに

備えよう！①

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

基
礎
知
識 

の
で
誰
も
免
疫
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

発
生
す
れ
ば
短
期
間
の
う
ち
に
広

が
り
、
地
球
規
模
の
大
流
行（
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
）を
引
き
起
こ
し
て
社
会

機
能
を
崩
壊
さ
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
今
、
強
毒
性
の
H
5
N
1
型
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
原
因
と
な

る
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。

繰
り
返
さ
れ
る
歴
史

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

は
定
期
的
に
起
こ
り
、　

世
紀
だ

2 0

け
で
も
世
界
的
大
流
行（
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
）が
３
回
あ
り
、
1
9
1
8
年
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

　

こ
れ
ま
で
人
に
は
感
染
し
て
こ

な
か
っ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
が
、
人
か
ら
人
へ
容
易
に
感

染
す
る
力
を
持
つ
よ
う
に
変
異
し
、

そ
の
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
の
こ
と
で
す
。

　

新
た
な
タ
イ
プ
の
ウ
イ
ル
ス
な

ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
で
は
全
世
界
で
４

千
万
人
以
上
の
死
者
を
出
し
ま
し
た
。

　

何
も
対
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
、

日
本
人
の　

％
が
感
染
し
、
最
悪

2 5

の
場
合
、
死
亡
者
数
は　

万
人
に

6 4

達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

備
え
は
大
丈
夫
？

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
季
節
を
問
わ

ず
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

国
や
自
治
体
、
企
業
と
し
て
の
対

策
だ
け
で
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の

心
構
え
や
事
前
の
備
え
も
大
変
重

要
で
す
。

　

次
回
は
個
人
で
で
き
る
対
策
・

準
備
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

保
健
福
祉
課　

保
健
師　

正
木　

臣

ひひととひひとと

　本格的なウインター
シーズンを迎え、白馬
村内では増加する外国
人観光客のニーズに応
えるさまざまなイベン
ト・事業が行われてい
ます。
　そのひとつとして、
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